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経
営
戦
略
ツ
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ル
と
し
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の

人
材
会
社
活
用

論文

プロフィール
1954年生まれ、東京都出身（父親は兵
庫県出身）。1977年東京大学経済学部卒
業、同年大手金融機関に入社し、主に人
事部門、法人営業部門を経験後、執行役
員、常任監査役を経て2010年６月に株
式会社ヒューマン・インベントリー代表
取締役社長に就任、現在に至る。
（株式会社ヒューマン・インベントリー）
1987年５月設立、資本金１億５千万円、
東京、大阪、神戸に拠点を有し、人材派
遣、職業紹介、社員教育・研修、業務委
託、再就職支援等の各種人材サービスを
ワンストップで手掛けている。

株
式
会
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長
　
津　

國　

伸　

郎

１
．
は
じ
め
に

　

２
０
１
３
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
等
で
国
内
経
済

に
明
る
さ
が
戻
る
と
と
も
に
雇
用
環
境
も
大
幅
に
改
善
し
、

主
要
な
雇
用
関
連
指
標
は
概
ね
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

水
準
を
回
復
し
ま
し
た
。
一
方
、
長
期
的
な
傾
向
と
し
て

契
約
社
員
、
派
遣
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
非
正
規

労
働
者
の
割
合
が
高
ま
り
、
働
き
方
の
多
様
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
を
展
望
す
れ
ば
、
景
気
は
消
費
税
増
税
に
よ
る
一

時
的
な
落
込
み
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
２
０
２
０
年
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
あ
り
回
復
基
調
が
続
く

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
政
府
に
よ
る
雇
用
政
策

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
環
境
が
大
き
く
変

わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
の
中
で
、

人
事
戦
略
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
、
人
事
に
関
す
る
諸
課

題
に
い
か
に
対
応
す
る
か
が
企
業
経
営
に
お
け
る
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
．
足
下
の
雇
用
環
境

　

企
業
を
支
え
る
の
は
ヒ
ト
で
あ
る
と
は
よ
く
言
わ
れ
る

こ
と
で
す
が
、
人
材
を
過
不
足
な
く
揃
え
て
活
躍
し
て
も

ら
う
に
は
相
応
の
工
夫
と
負
担
が
必
要
で
す
。
特
に
人
材

の
手
当
に
悩
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
景

気
回
復
が
進
む
中
で
雇
用
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
求
人
の
状
況
で
す
が
、
有
効
求
人
倍
率
（
注
１
、

図
１
・
黒
線
）、
新
規
求
人
倍
率
（
注
２
、
図
１
・
赤
線
）
は

い
ず
れ
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
落
込
み

の
後
、
２
０
１
０
年
か
ら
は
回
復
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
新
規
求
人
倍
率
は
全
国
ベ
ー
ス
と
同
様
に
兵
庫
県
で

も
２
０
１
３
年
の
年
末
に
か
け
伸
び
が
加
速
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
兵
庫
県
内
で
の
求
人
数
と
求
職
者
数
の
バ

ラ
ン
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
兵
庫
県
の
有
効
求
人
数

（
図
２
・
黒
線
）
は
２
０
１
０
年
１
月
の
５
万
人
を
底
に
、

２
０
１
３
年
12
月
に
は
７
・
５
万
人
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
で
有
効
求
職
者
数
（
図
２
・
赤
線
）
は
こ
の
間
12
万

人
か
ら
９
・３
万
人
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
需
給
が
バ
ラ
ン

ス
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
以
上
の
動
き
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、

兵
庫
県
内
で
の
人
材
調
達
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
に
は
一

層
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
有
効
求
人
倍
率
：
公
共
職
業
安
定
所
で
取
り
扱
っ
た
求
人

数
を
求
職
者
数
で
割
っ
た
も
の
（
前
月
か
ら
の
繰
越
分
と
当

該
月
新
規
発
生
分
の
合
計
）
で
、
景
気
の
動
き
に
あ
わ
せ
て

反
応
を
示
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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（
注
２
）
新
規
求
人
倍
率
：
公
共
職
業
安
定
所
で
取
り
扱
っ
た
新
規

求
人
数
を
新
規
求
職
者
数
で
割
っ
た
も
の
（
当
該
月
新
規
発

生
分
の
み
）
で
、
有
効
求
人
倍
率
に
比
べ
企
業
の
景
況
感
を

よ
り
敏
感
に
反
映
し
、
景
気
の
動
き
に
先
行
し
て
反
応
を
示

す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
人
事
戦
略
に
つ
い
て
の
相
談
相
手

　

企
業
経
営
者
に
と
っ
て
人
事
戦
略
と
は
、
人
材
の
採
用

か
ら
活
用
、
そ
し
て
退
職
ま
で
の
全
て
が
対
象
で
あ
り
、

経
営
そ
の
も
の
で
す
。
経
営
環
境
や
企
業
の
発
展
段
階
に

応
じ
て
各
施
策
の
重
要
度
は
変
わ
り
ま
す
が
、
人
事
が
最

も
重
要
な
経
営
マ
タ
ー
の
1
つ
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
と
は
言
え
、
経
営
者
が
一
人
で
そ
の
全
て
を
考
え
、

実
行
し
て
い
く
の
は
困
難
で
す
。
多
く
の
企
業
は
実
務
部

隊
と
し
て
人
事
部
や
総
務
部
と
い
っ
た
組
織
を
置
い
て
い

ま
す
が
、
人
事
に
関
す
る
判
断
は
経
営
者
に
固
有
で
あ
り
、

時
に
は
相
談
相
手
が
欲
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
社
内
の
幹
部
や
親
し
い
他
社
の
経
営
者
が
候

補
に
な
り
得
ま
す
が
、
話
し
に
く
い
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
に
相
談
相
手
と
な
る
の
が
、
い
わ

ゆ
る
人
材
会
社
で
す
。

　

人
材
会
社
は
、
即
戦
力
人
材
の
募
集
・
採
用
か
ら
人
事

管
理
（
制
度
構
築
・
施
策
運
営
支
援
等
）、
教
育
・
研
修
、

外
部
労
働
力
活
用
（
人
材
派
遣
・
業
務
委
託
）
や
転
身
・

雇
用
調
整
等
（
出
口
対
応
）
と
い
っ
た
人
事
戦
略
の
各
ス

テ
ー
ジ
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
こ
れ
ら

の
概
要
を
ス
テ
ー
ジ
別
に
説
明
し
ま
す
。

⑴　

募
集
・
採
用
ス
テ
ー
ジ

　

即
戦
力
と
し
て
人
材
を
中
途
採
用
す
る
場
合
、
大
き

く
分
け
て
求
人
広
告
手
配
を
含
め
全
て
自
力
で
行
う
方

法
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
を
利
用
す
る
方
法
、
人
材
紹
介

（
有
料
職
業
紹
介
）
を
利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

自
力
手
配
の
場
合
は
自
社
で
採
用
プ
ロ
セ
ス
を
全
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
が
、
広
告
掲
載
費
等
が
必
要

な
ほ
か
、
広
告
を
見
た
人
し
か
応
募
し
な
い
、
全
て
の

応
募
書
類
を
審
査
す
る
手
間
が
か
か
る
、
面
接
負
担
が

大
き
い
、
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
誰

で
も
応
募
可
能
な
の
で
自
力
手
配
に
準
じ
た
手
間
が
か

か
る
う
え
、
応
募
者
全
員
に
つ
い
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

状
況
を
報
告
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

人
材
会
社
に
よ
る
人
材
紹
介
（
有
料
職
業
紹
介
）
は

手
数
料
負
担
が
発
生
し
ま
す
が
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
と
し
て
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
求
人
企
業
と
同
じ
目

線
で
候
補
者
を
探
し
て
斡
旋
し
ま
す
の
で
、
採
用
負
担

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
企
業
は
絞
り
込
ま
れ

た
候
補
者
を
よ
く
吟
味
し
て
選
考
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
近
年
で
は
新
卒
採
用
に
お
い
て
も
人
材
会
社
に
よ

る
一
次
選
考
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
中
の
繁
閑
差
が
大
き
い
仕
事
や
季
節
性
の

強
い
仕
事
等
で
は
、
従
業
員
を
抱
え
る
よ
り
も
派
遣
社

員
（
人
材
派
遣
）
を
活
用
す
る
方
が
効
果
的
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
求
人
企
業
は
必
要
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
必
要
な
期
間
だ
け
、
必
要
な
資
質
を
備
え
た
人

求人倍率の推移
〈実線＝兵庫県、点線＝全国〉
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材
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
で
、
絶
え
ず
変
化
す
る
業
務

量
に
効
率
的
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
採
用
現
場
で
は
、
面
接
等
だ
け
で
社
員
採
用

に
踏
み
切
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
紹
介
予
定
派
遣
と
い
う
仕
組
み
が

役
に
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
、
派
遣
先
企
業
が
最
終
的
に

直
接
雇
用
す
る
こ
と
を
前
提
に
人
材
派
遣
か
ら
始
め
る

も
の
で
、
人
材
派
遣
と
職
業
紹
介
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点

を
活
か
し
た
仕
組
み
で
す
。
求
人
企
業
は
派
遣
契
約
期

間
中
（
最
長
６
ケ
月
）
の
仕
事
振
り
か
ら
求
職
者
の
適

性
や
能
力
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
求
職
者

も
求
人
企
業
の
仕
事
内
容
や
執
務
環
境
、
社
風
等
を
十

分
に
見
定
め
た
上
で
雇
用
契
約
に
進
む
こ
と
が
で
き
、

求
人
企
業
・
求
職
者
双
方
か
ら
評
価
の
高
い
採
用
手
法

で
す
。

⑵　

人
材
活
用
ス
テ
ー
ジ

　

企
業
は
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
人
材
を
育
て
活
用
す
る
た
め
諸
制
度
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
幹
と
な
る
の
が
人
事
制
度
で

す
。
ま
た
人
事
制
度
は
法
制
や
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え

て
適
宜
修
正
、
見
直
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
す
る

こ
と
で
企
業
の
発
展
段
階
に
応
じ
た
最
適
な
人
事
制
度

の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
連
動

し
た
人
事
施
策
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施
ま
で
総
合
的

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
で
は
社
員
教
育
・
研
修
が
重
要
で

す
が
、
単
な
る
実
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
不
十

分
で
、
経
営
目
標
の
達
成
に
必
要
な
人
材
を
育
成
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
経
営
目
標
に
沿
っ
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
適

切
な
評
価
制
度
を
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
近
で
は
新
卒
採
用
の
現
場
で
応
募
者
が
「
こ
の
会

社
は
ど
れ
だ
け
自
分
に
投
資
し
て
く
れ
る
か
」
と
い
う

観
点
で
就
職
先
を
選
定
す
る
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
、

教
育
・
研
修
の
充
実
は
大
き
な
経
営
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

⑶　

効
率
化
・
出
口
戦
略
ス
テ
ー
ジ

　

企
業
は
選
択
と
集
中
を
繰
り
返
し
な
が
ら
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
企
業
は
非
コ
ア
業
務

を
外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
す
る
こ
と
に
よ

り
経
営
資
源
（
人
材
）
を
コ
ア
業
務
に
集
中
し
、
企
業

全
体
と
し
て
の
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
材
会
社
は
企
業
の
業
務
内
容
を
客
観
的
に
分
析
し
業

務
手
順
を
標
準
化
す
る
お
手
伝
い
を
行
う
等
、
企
業
の

外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
に
対
す
る
不
安
を

解
消
し
て
、
効
率
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
昨
年
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
へ
の

対
応
で
悩
ま
れ
て
い
る
企
業
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
年
齢
社
員
に
対
す
る
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢

提
供
や
、
事
業
構
造
の
変
化
等
に
伴
う
雇
用
調
整
手
段

と
し
て
の
従
業
員
の
外
部
転
身
を
、
人
材
会
社
の
再
就

職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
円
滑
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
従
業
員

の
能
力
・
適
性
の
自
己
認
識
と
気
持
の
切
替
え
の
サ

ポ
ー
ト
、
豊
富
な
求
人
情
報
の
提
供
等
を
通
じ
て
、
外

部
に
転
身
す
る
従
業
員
の
円
滑
な
再
就
職
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。

４
．
人
材
会
社
の
活
用
事
例

　

以
下
で
は
企
業
の
人
事
に
関
す
る
課
題
と
、
人
材
会
社

を
活
用
し
た
対
応
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴　

Ａ
社
の
事
例
…
事
業
承
継
の
サ
ポ
ー
ト

　

70
歳
代
半
ば
の
化
成
品
メ
ー
カ
ー
Ａ
社
の
社
長
は
子

息
の
取
締
役
部
長
に
社
長
を
譲
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し

た
。
取
締
役
部
長
は
40
歳
代
後
半
で
、
Ａ
社
に
入
社
し

て
か
ら
10
年
以
上
た
っ
て
お
り
社
内
で
の
人
望
も
問
題

の
な
い
方
で
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
社
長
に
な
る
と
番
頭

役
で
あ
る
専
務
・
常
務
が
い
ず
れ
も
60
～
70
歳
代
で
あ

る
た
め
、
社
長
は
「
や
り
に
く
か
ろ
う
」
と
心
配
し
ま

し
た
。

　

社
長
が
取
引
銀
行
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
銀
行
の
親

密
な
人
材
会
社
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
人
材
会

社
は
「
新
社
長
の
相
談
相
手
に
な
れ
る
人
物
」
と
の
依

頼
に
対
し
て
、
公
開
支
援
等
の
実
務
を
経
験
し
た
40
歳

代
半
ば
の
人
材
を
Ａ
社
に
推
薦
し
、
経
営
企
画
室
長
ポ

ス
ト
で
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

⑵　

Ｂ
社
の
事
例
…
生
産
現
場
の
強
化
を
支
援

　

機
械
部
品
メ
ー
カ
ー
Ｂ
社
の
社
長
は
生
産
管
理
部
門

の
責
任
者
が
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
課
長
ク
ラ
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ス
（
将
来
の
責
任
者
含
み
）
の
人
材
を
採
用
し
て
若
返

り
を
図
り
た
い
と
考
え
、
取
引
銀
行
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
銀
行
の
親
密
な
人
材
会
社
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

「
車
通
勤
」「
特
殊
素
材
に
関
す
る
知
識
必
須
」
と
い
っ

た
条
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
人
材
会
社
が
推
薦
し

た
人
材
が
社
長
に
気
に
入
ら
れ
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
材
会
社
が
社
長
か
ら
Ｂ
社
の
経
営
課
題
等
を
お
聞

き
し
た
際
、
品
質
管
理
強
化
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
こ
と
を

知
り
、
こ
の
人
材
会
社
に
求
職
登
録
を
し
て
い
た
大
手

メ
ー
カ
ー
の
品
質
管
理
課
長
経
験
者
の
追
加
採
用
を
提

案
し
た
と
こ
ろ
、
社
長
か
ら
大
変
喜
ば
れ
こ
の
人
材
も

採
用
と
な
り
ま
し
た
。

⑶　

Ｃ
社
の
事
例
…
拠
点
統
廃
合
に
伴
う
従
業
員
対
策

　

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
Ｃ
社
は
、
取
引
先
の
要
請
に

応
じ
て
九
州
に
新
工
場
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
同

時
に
北
関
東
の
工
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

北
関
東
工
場
に
は
80
名
の
従
業
員
が
お
り
、
Ｃ
社
で
は

全
員
を
新
工
場
に
配
置
転
換
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
が
、

他
社
事
例
か
ら
従
業
員
側
の
事
情
で
新
工
場
に
異
動
で

き
な
い
人
が
出
る
と
予
想
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
場
合
の

対
策
を
懇
意
の
人
材
会
社
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

人
材
会
社
で
は
従
業
員
対
策
に
つ
い
て
組
合
と
の
協

議
準
備
や
社
内
説
明
の
や
り
方
等
を
詳
し
く
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
上
で
、
配
置
転
換
に
応
じ
ら
れ
ず
、
や
む
な
く

退
職
す
る
従
業
員
に
対
し
て
再
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

の
優
遇
措
置
を
提
案
し
、
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

⑷　

Ｄ
社
の
事
例
…
業
務
の
効
率
化
支
援

　

情
報
機
器
デ
ィ
ー
ラ
ー
Ｄ
社
で
は
顧
客
か
ら
の
各
種

照
会
や
ク
レ
ー
ム
対
応
を
営
業
担
当
者
が
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
照
会
対
応
等
に
時
間
を
取
ら
れ
て
新
規
受
注

開
拓
な
ど
営
業
活
動
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
悩
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
悩
み
を
聞
い
た
人
材
会
社
は
、
照
会
対
応

業
務
を
外
部
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
は
ど
う

か
と
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
材
会
社
が
照
会
対

応
業
務
の
実
態
を
調
査
・
分
析
し
た
上
で
業
務
内
容
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
と
し
て
受

託
し
ま
し
た
。
Ｄ
社
に
と
っ
て
は
営
業
担
当
者
が
営
業

活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
照

会
や
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
24
時
間
・
３
６
５
日
対
応
が

可
能
に
な
っ
た
た
め
「
対
応
が
早
く
な
り
安
心
」
と
顧

客
か
ら
の
評
判
も
向
上
し
ま
し
た
。

⑸　

Ｅ
社
の
事
例
…
企
業
再
生
の
黒
子
役

　

電
子
部
品
商
社
Ｅ
社
は
、
銀
行
や
中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
の
支
援
を
受
け
て
合
理
化
を
含
む
事
業
再
建

計
画
を
作
成
し
、
こ
の
計
画
の
履
行
を
条
件
に
銀
行
の

継
続
支
援
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
計
画
は
で
き
た
も
の
の
雇
用
調
整
な
ど
の
合
理
化

策
を
実
行
す
る
段
に
な
っ
て
「
具
体
的
に
ど
う
手
を
着

け
た
ら
よ
い
か
分
ら
な
い
」
状
態
と
な
り
、
計
画
の
履

行
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
態
に
あ
っ
て
Ｅ
社

社
長
よ
り
人
材
会
社
に
「
合
理
化
の
実
務
経
験
者
を
採

用
し
た
い
」
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

相
談
を
受
け
た
人
材
会
社
は
、
経
験
者
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
合
理
化
対
象
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
再
就
職

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
提
案
し
、
検
討
の
結
果
、
採

用
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
社
は
大
鉈
を
振
る
っ
た

後
で
沈
滞
し
が
ち
な
社
内
を
前
向
き
に
方
向
転
換
さ
せ

る
た
め
、
人
材
会
社
の
提
案
を
受
け
て
評
価
制
度
や
人

事
制
度
の
改
定
を
行
い
、
結
果
的
に
人
材
会
社
が
企
業

再
生
の
黒
子
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

５
．
お
わ
り
に

　

経
営
の
３
要
素
と
し
て
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
重
要
か

つ
欠
か
せ
な
い
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
モ
ノ
や
カ
ネ
は

ヒ
ト
が
使
う
こ
と
で
初
め
て
意
味
を
持
ち
、
ヒ
ト
次
第
で

そ
の
成
果
は
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヒ
ト

の
活
用
は
経
営
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
事
戦
略
は
経
営
戦

略
の
中
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。

　

一
方
で
多
く
の
企
業
経
営
者
か
ら
、
モ
ノ
や
カ
ネ
に
つ

い
て
は
そ
れ
な
り
に
相
談
相
手
が
い
る
が
ヒ
ト
の
問
題
を

相
談
で
き
る
相
手
が
お
ら
ず
、
重
要
な
問
題
ゆ
え
に
一
人

で
悩
む
こ
と
も
多
い
と
の
声
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
通
り
、
景
気
は
回
復
傾
向
に
あ
り

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
を
把
え
て
新
た
な
成
長
の
足
掛
り
と
す
る
に
は
必
要

な
人
材
の
確
保
や
活
用
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
人
材

会
社
の
機
能
を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
い
く
こ
と
は
経
営

戦
略
上
の
大
き
な
武
器
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。




